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上顔面のヒアルロン酸注入治療を極める

－解剖、効果と安全性のバランスを考慮した注入－

トータルフェイシャルトリートメントの概念に基づき理想の輪郭を目指すためには、側頭部・前額部などの

上顔面は大きな要素です。一方でヒアルロン酸をはじめとした注入治療において上顔面は高リスクエリアと

して知られており、深い解剖の理解とより慎重な手技、適正な製材選択が求められることになります。

本セミナーでは、上顔面のヒアルロン酸注入治療により理想の輪郭を目指すうえで重要な、顔面解剖や老化

のメカニズム、ヒアルロン酸注入の治療戦略、実際の手技とそのピットフォールを紹介します。
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